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令和元年度 横浜市今宿地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性

□ 今年度の重点的な取組

—具体的な取組内容－

ケアプラザの広報誌を利用して、幅広い分野の相談に対応していることの情報発信を行う。

地域の会合や活動に積極的に出席し、地域の皆様がご自身や周りの方の困りごと等を気軽に話せる顔見知りの
関係構築に尚一層努めることで、より良く地域を知ること、地域ニーズの把握へと繋げる。

希望が丘東地区の地区社協の方々と連携協力し、生活支援ボランティアの立ち上げおよびシステム作りの支援を
進める。また必要に応じ事業推進の支援の場として協議体を立ち上げる。

・希望が丘東地区は、希望ヶ丘駅北側一帯の南斜面丘陵地を中心とした地域であり、何本もの谷戸
筋が複雑な地形を構成し、戸建て住宅と集合住宅が混在しています。現在は22自治会町内会、約
5500世帯が暮らし、人口はこの５年で少し増えていて、旭区の平均よりもファミリー層の占める割合が
多く、「みんなで築く生き生き活力のある街」をスローガンに、子どもから高齢者までいつでもみんなが
「助けあい」「支えあい」「見守り」「ふれあい」、いつまでも安全に安心して暮らせる地域を目指していま
す。
・二俣川ニュータウン地区は、区中西部に位置し、県運転免許試験場と保土ヶ谷バイパスの間の丘陵
地帯を開発して生まれたニュータウンと、その周辺の地区で構成され、開発から50年を経ています。
現在は11町内会、約4000世帯が暮らし、その９割を戸建て住宅が占めています。少子高齢化が進ん
でいますが、「住んでよかったと思える街」をスローガンに、音楽が響き、スポーツが盛んなまち、みん
なのふるさとニュータウンとなる地域を目指しています。
・ケアプラザはそれぞれの地域が目指す姿の実現のために寄り添い、何をすべきかを住民の方々と
一緒に考え事業運営をしていきます。地域における各種会議、行事等に参加し、常に顔の見える人や
団体との関係づくりを進めています。
・地域やケアプラザを拠点として活動している、ボランティアや団体は高齢化してきており、その団体が
活動を継続できるよう、新たな参加者の発掘へとつながるケアプラザの自主事業を実施することを心
がけています。
・地域に「参加しよう」みんなと「つながろう」まずは「元気になろう」をキーワードに、介護予防と健康寿
命を延ばすため、ケアプラザや地域のいろいろな行事に参加し元気な人が元気でいられるまちづくり
を考えます。
・認知症の正しい理解促進のため、認知症サポーター養成講座や講演会等の開催による普及啓発に
努め、認知症になっても、当事者や家族が安心して生活を送れるよう、地域や関係機関とのネット
ワーク構築を図ります。
・高齢者のみならず、障害関係および子ども・子育てに関する相談にも幅広く対応しており、専門機関
に的確につなぐ中継点の役割をケアプラザは担っていきます。
・職員は、常勤、非常勤を問わず、資質向上を図るため外部研修等に積極的に参加するとともに伝達
研修によリ、内容を職員間で共有し、業務に反映するように努めます。また、指定管理者の法人職員
として法令遵守に努め、業務に関わる最新の正確な情報を職員間で共有します。

新規事業を企画する際、事業終了時に地域でボランティア活動に繋がる道筋を作っていけるよう意識して企画す
る。

テーマを決めて会議を行い会議の回数も増やす。地域に出たら状況（課題）を報告し５職種の体制（連携）を作る。

定期巡回会議や地域ケア会議等を通して連携を図り迅速に問題、課題に対応していく。区役所・区社協と情報共
有を図る。新規自主事業は地域福祉保健計画に向けて進める。



□ 区からのコメント

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り
・希望が丘東地区では5月より移動販売が始まり、週2回の販売が定着しています。現在、4か所で販
売を実施していますが、事業として継続可能な売り上げをキープできています。また、7月には生活支
援ボランティア団体「きぼうの手」が立ち上がりました。草むしりからゴミ出しなどちょっとした生活上の
困りごとの手伝いを必要とする高齢者に対する活動を行い、利用者も増えてきています。ケアプラザ
は、どちらも立ち上げ準備段階から関わり、他地域で活動する団体の視察や地域住民へのアンケート
実施、説明会の支援を行いました。現在は販売時や包丁研ぎの受付時の会場として場所貸しをして
います。
希望が丘東地区は連合自治会、地区社会福祉協議会、民生児童委員協議会、ケアプラザが連携・協
力して地域共生社会実現に向けた活動を推進していく団体「地域サポート希望が丘東」を立ち上げ、
SDGsの活動を実施しています。第1金曜日の販売時には、「もったいないバザール」と題し、フードロス
削減に向けた活動を実施しています。
・二俣川ニュータウン地区では、4月に連合町内会館で月に1度開催されるサロン、「サロンさんさん」
が立ち上がりました。3月まで開催されていた、ミニデイ「あかり」がボランティアの高齢化により継続が
難しくなり、新たな居場所として二俣川ニュータウン地区社会福祉協議会が中心となって立ち上げを
行い、ケアプラザも立ち上げアンケートに協力するなど後方支援を行いました。
・ケアプラザ広報誌「けあぷら通信」を利用したり、地域の会合や催し等に参加してケアプラザが高齢
者のみならず障害者関係や子育てに関する相談にも対応していることについて情報発信しました。
・認知症に関しては、アルツハイマーデーに合わせた映画会を企画したところ、定員を超える申し込み
があり地域住民の関心の高さが伺えました。デイサービスのぞみと共催の認知症カフェは３年目に入
り、毎回10名程度の参加があります。
・医療との連携では、医療機関への定期的な訪問や意見交換会を続けてきたことで、地域ケア会議や
事例検討会などへの参加の呼びかけに医療機関側が快く応じてくれています。個別の事案について
も情報交換が円滑に行えており連携が深まっていることが実感できました。
・介護予防に関しては、「大人の寺子屋」は4期目に入りました。今年度はケアプラザでの「大人の寺子
屋」と並行して新たに清水ヶ丘会館においても年間のプログラムを組み実施しました。エンディング
ノートの書き方講座や認知症サポーター養成講座、介護保険に関する説明などもプログラムに組み込
んで行いました。
・高齢者の健康作りでは今年度は特にスクエアステップに力を入れ、2箇所の会館において定期的に
行いました。ステップ後にお茶のみサロンを実施するなどの工夫をし、地域住民の居場所作りも合わ
せて行いました。
・地域ケア会議では8050問題を取り上げ、区の生活支援課や障害者支援担当ケースワーカー、精神
病院の医療ソーシャルワーカー、基幹相談支援センターなどの専門職にも出席を依頼し検討を重ねて
きた結果、支援者側の意識の統一やネットワークの構築に繋がりました。また地域に対しては、身近
な問題として発信できたと考えます。

・ケアプラザが、高齢者だけでなく子育てや障害児・者支援など幅広く相談対応していることについて、今後もあらゆる機会
を捉え、積極的・効果的に広報周知を進めていってください。
・ボランティア活動につなげることを見据え、計画的に自主事業を企画・実施しています。特に「みんなの居場所づくり　応
援講座」は、参加者が地域活動に一歩踏み出すのを後押しする良い機会となりました。今後は、地域の福祉課題を踏ま
え、課題解決につながるような取組や、より福祉的な視点を持った人材の育成が進むことを期待しています。
・地域の課題を地域の力で解決する仕組み作りを補助した実績も多く、これからも地域の補助役として、また、取組の発信
に取り組んでください。
・個別レベル地域ケア会議や日々の取組の中で関係機関と情報の共有や検討ができ、積み重ねができていると思いま
す。個～地域づくりへの取組の継続を期待しています。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

324 347 343 336 332 329 95 92 89 90 84 83
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

339 333 339 340 340 322 87 91 89 91 86 78

利用者
実績
（人）

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

・要支援状態にある高齢者に対し今後も住み
慣れた地域で安心して生活が続けられるよう、
ご利用者の意思を尊重しながら介護予防サー
ビス計画書を作成していきます。

・専門的価値、知識、技術を高め、要介護状態
にある高齢者が住みなれた地域で、その人ら
しく暮らして行けるよう問題や課題に向き合い
ます。
・地域の身近な相談窓口である地域包括支援
センターに併設された居宅介護支援事業所と
して地域包括支援センター等と連携した支援
体制を構築していきます。

・管理者常勤１名・介護支援専門員　専任非常
勤１名、兼任非常勤１名

・管理者兼介護支援専門員　常勤１名・介護支
援専門員　常勤１名　兼任非常勤１名

職員配置は横浜市の基準を満たすように早め
の対応で職員の確保に努め充定率１００％を
達成できました。職員の育成に関してはOJTを
基本としつつ外部研修（年間延38件）にも積極
的に参加しました。また、定例打合せや朝の
ミーティングを活用し、公の施設を管理運営し
ているとの自覚や責任感の醸成にも努めまし
た。また情報の共有化の徹底も図かりました。

通所介護サービスでの事故防止の徹底を図る
ためヒヤリハットや事故等の事例について定例
会や朝・夕のミーティングで情報を共有化しま
した。１年間大きな事故はありませんでした。ま
た、個人情報保護については、判例や横浜市
の条例、法人の就業規則を使い個人情報保護
の意義や大切さを十分に認識できるよう研修
会を実施しました。あわせて他施設での漏えい
事案等もその都度共有化を図り事故防止に努
めました。

令和元年度横浜市今宿地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について

（事故防止、個人情報保護等）

横浜市の職員配置基準を満たす適正な人員
配置を行い、職員体制を整えます。常勤、非常
勤を問わず、資質向上を図るため外部研修等
に積極的に参加するとともに伝達研修によリ、
内容を職員間で共有し業務に反映するように
努めていきます。指定管理者の法人職員とし
て法令遵守に努め、業務に関わる最新の正確
な情報を職員間で共有することに努めます。ケ
アプラザ職員として、すべてに差別のない対応
をします。

事故ヒヤリ判断対応マニュアル、緊急対応マ
ニュアル、通所介護事業業務マニュアルを活
用し、デイサービス業務中の利用者サービス
提供時に万全を期します。職員研修を実施し
個人情報保護等の職員の意識徹底と注意喚
起を図り、事故防止に万全を期していきます。



３　通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

718 689 638 640 582 508 150 138 128 117 113 86
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

516 533 490 389 383 363 93 97 89 100 99 96

利用者
実績
（人）

【実施日数】308日
【提供時間】５時間５分
【定員】35名

【実施日数】308日
【提供時間】５時間５分
【定員】10名

（要介護１）５９９円　（要介護２）７０８円（要介
護３）８１６円（要介護４）９２６円（要介護５）１０
３４円
入浴介助５４円口腔ケア１６１円サービス提供
体制強化加算７円介護職員処遇改善加算
(Ⅰ) ● 食費負担７５０円

（要支援１）１７６６円（要支援２／週１）１７６６円
運動器機能向上加算２４２円口腔機能向上加
算１６１円選択的サービス複数実施加算５１５
円（要支援２／週２）３６２１円サービス提供体
制加算　要支１ 　２６円介護職員処遇改善加
算（Ⅰ）サービス提供体制加算　要支２　５２円
● 食費負担７５０ 円● その他　・リハビリパン
ツ１００円　・尿とりパット２０円

・生活相談員５名(常勤)）・看護職員４名(非常
勤)
・介護員12名(非常勤）・運転員４名(非常勤）
・事務員１名(非常勤）

・生活相談員５名(常勤)）・看護職員４名(非常
勤)
・介護員12名(非常勤）・運転員４名(非常勤）
・事務員１名(非常勤）

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護

・安全、安心を第一に、ご利用者様の意思やそ
の人らしさを尊重した、きめ細やかなサービス
提供を目指していきます。・他者との交流、社
会生活への参加、閉じこもりの解消、介護者の
負担軽減、身体機能の維持及び改善を目標に
サービスを提供していきます。

・安全安心を第一に考え、ご利用者様の意思
やその人らしさを尊重したきめ細やかなサービ
ス提供を目指していきます。介護予防の観点
から身体機能の維持向上ができる様に運機能
向上プログラムや口腔ケアを実施していきま
す。



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

13,406,037 0 13,406,037 13,406,037 0 横浜市より

0 115,000 △ 115,000 自主事業参加費

0 0 0 55,802 △ 55,802 自動販売機売り上げ

0 0 なし

 0 55,802 △ 55,802 自動販売機売り上げ

0 0 0 なし

3,990,000 3,990,000 3,990,000 0 指定管理料から予め差引済の施設利用料

17,396,037 0 17,396,037 17,566,839 △ 170,802

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,593,000 0 11,593,000 12,179,149 △ 586,149

9,200,000 9,200,000 8,725,786 474,214 コーディネーター、サブコーディネーター、所長、事務職
員

810,000 810,000 1,001,735 △ 191,735 コーディネーター、サブコーディネーター、所長、事務職
員

1,500,000 1,500,000 2,306,302 △ 806,302 コーディネーター、サブコーディネーター、所長、事務職
員

10,000 10,000 17,761 △ 7,761 コーディネーター、サブコーディネーター、所長、事務職
員

0 127,565 △ 127,565 コーディネーター、所長、事務職員

73,000 73,000 0 73,000

0 0 0 なし

640,000 0 640,000 829,502 △ 189,502

20,000 20,000 52,278 △ 32,278 会議、研修等出張旅費

220,000 220,000 224,221 △ 4,221 文具、衛生用品、電気製品等

0 0 0 なし

95,000 95,000 81,907 13,093 コピー、印刷機消耗品等按分使用料、封筒印刷按分

100,000 100,000 105,488 △ 5,488 ＡＤＳＬ、電話、郵便按分

5,000 0 5,000 10,560 △ 5,560

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 5,000 5,000 10,560 △ 5,560 目的外使用料（自動販売機設置）

その他 0 0 0 なし

200,000 200,000 230,243 △ 30,243 コピー機、ＡＥＤリース按分

0 0 0 なし

0 0 0 なし

0 0 0 なし

0 17,698 △ 17,698 銀行等振込手数料

0 0 0 なし

0 0 0 なし

0 840 △ 840 地域行事、展示会見学

0 106,267 △ 106,267 保健衛生費（洗剤・除菌剤）、燃料費、予防接種等按分

1,591,597 0 1,591,597 247,279 1,344,318

42,000 42,000 8,672 33,328 運営協議会開催経費

1,549,597 1,549,597 238,607 1,310,990 講師謝金、材料費

0 0 なし

2,170,000 0 2,170,000 4,265,579 △ 2,095,579

1,170,000 1,170,000 2,755,081 △ 1,585,081 全体額を指定管理料精算に基づき、地域交流負担金

0 828,093 △ 828,093

0 78,263 △ 78,263

1,000,000 0 1,000,000 497,755 502,245 全体額を地域交流部分按分

空調衛⽣設備保守 0 208,142 △ 208,142

消防設備保守 0 18,262 △ 18,262

電気設備保守 0 99,731 △ 99,731

害⾍駆除清掃保守 0 0

駐⾞場設備保全費 0 0

その他保全費 0 171,620 △ 171,620

0 0

0 106,387 △ 106,387

474,000 474,000 125,145 348,855 予算：指定額

927,440 0 927,440 1,096,123 △ 168,683

0 0

927,440 927,440 1,096,123 △ 168,683 地域活動交流人件費に対して租税公課

0 0

0 0

0 0

17,396,037 0 17,396,037 18,742,777 △ 1,346,740

0 0 0 △ 1,175,938 1,175,938

0 0 0 115,000 △ 115,000

1,549,597 0 1,549,597 238,607 1,310,990

△ 1,549,597 0 △ 1,549,597 △ 123,607 △ 1,425,990

0 0 0 55,802 △ 55,802 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

5,000 0 5,000 10,560 △ 5,560 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 5,000 0 △ 5,000 45,242 △ 50,242
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理費
光熱⽔費

運営協議会経費

その他
地域協⼒費

事業費

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

その他

機械警備費
設備保全費

共益費
その他

公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

清掃費

修繕費

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

事務費

印刷製本費

消耗品費
会議賄い費

旅費

⼿数料

通信費
使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料

⼈件費
本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

令和元年度　「横浜市今宿地域ケアプラザ」

⽀出の部

科⽬

収⼊合計

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

⾃動販売機⼿数料
その他

その他

印刷代



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

28,520,982 0 28,520,982 28,520,982 0 横浜市より
152,400 152,400 152,400 0 横浜市より

5,792,000 5,792,000 5,792,000 0 横浜市より
0 75,000 △ 75,000

0 0 0

0 85,900 △ 85,900

0 0 0 55,798 △ 55,798

0 0

0 55,798 △ 55,798

0 0 0

0 0

34,465,382 0 34,465,382 34,682,080 △ 216,698

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

31,302,000 0 31,302,000 34,792,440 △ 3,490,440
22,500,000 22,500,000 20,882,178 1,617,822 包括3職種、コーディネーター、所長、事務職員、非常勤職員

3,432,000 3,432,000 4,569,178 △ 1,137,178 包括3職種、コーディネーター、所長、事務職員、非常勤職員

4,953,000 4,953,000 8,768,509 △ 3,815,509 包括3職種、コーディネーター、所長、事務職員、非常勤職員

70,000 70,000 87,857 △ 17,857 包括3職種、コーディネーター、所長、事務職員、非常勤職員

0 484,718 △ 484,718 包括3職種、コーディネーター、所長、事務職員

347,000 347,000 0 347,000
0 0 0

421,000 0 421,000 1,354,721 △ 933,721
10,000 10,000 28,163 △ 18,163 会議、研修等出張旅費

140,000 140,000 223,853 △ 83,853 文具、衛生用品、電気製品等

0 0 0 なし

77,000 77,000 238,079 △ 161,079 コピー、印刷機消耗品等按分使用料、封筒印刷按分

45,000 45,000 452,836 △ 407,836 ＡＤＳＬ、電話、郵便按分

5,000 0 5,000 10,560 △ 5,560
⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 5,000 5,000 10,560 △ 5,560 目的外使用料（自動販売機設置）

その他 0 0 0 なし

0 230,249 △ 230,249 コピー機、ＡＥＤリース按分

0 2,160 △ 2,160 なし

0 0 0 なし

3,000 3,000 3,500 △ 500 研修参加費

0 11,655 △ 11,655 銀行等振込手数料

0 0 0 なし

0 0 0 なし

0 0 0 なし

141,000 141,000 153,666 △ 12,666 保健衛生費（洗剤・除菌剤）、燃料費、予防接種等按分

2,039,382 0 2,039,382 1,085,918 953,464
630,000 630,000 483,000 147,000 協力回数

944,982 944,982 192,414 752,568 講師謝金、材料費

152,400 152,400 120,991 31,409 講師謝金、材料費

312,000 312,000 289,513 22,487 合同事業費、研修費、事業用物品購入費

0 0
577,000 0 577,000 1,132,037 △ 555,037
303,000 303,000 732,363 △ 429,363 全体額を指定管理料精算に基づき、包括支援負担金

0 220,124 △ 220,124
0 20,804 △ 20,804

254,000 0 254,000 132,308 121,692 全体額を包括支援部分按分

空調衛⽣設備保守 0 55,327 △ 55,327
消防設備保守 0 4,854 △ 4,854
電気設備保守 0 26,508 △ 26,508
害⾍駆除清掃保守 0 0
駐⾞場設備保全費 0 0
その他保全費 0 45,619 △ 45,619

0 0

20,000 20,000 26,438 △ 6,438
126,000 126,000 33,266 92,734 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

34,465,382 0 34,465,382 38,398,382 △ 3,933,000
0 0 0 △ 3,716,302 3,716,302

0 0 0 160,900 △ 160,900
1,409,382 0 1,409,382 602,918 806,464

△ 1,409,382 0 △ 1,409,382 △ 442,018 △ 967,364

0 0 0 55,798 △ 55,798 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

5,000 0 5,000 10,560 △ 5,560 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 5,000 0 △ 5,000 45,238 △ 50,238
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

共益費
その他

公租公課

その他

事業所税
消費税
印紙税

光熱⽔費

機械警備費
設備保全費

清掃費

修繕費

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

科⽬

⼈件費
本俸

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

協⼒医

その他
その他

リース料

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費

その他

収⼊合計

⽀出の部

施設賠償責任保険
職員等研修費

その他
事業費

⼿数料
地域協⼒費

指定管理料【⽣活⽀援】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】

令和元年度　「横浜市今宿地域ケアプラザ」

科⽬

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

その他
管理費

社会保険料
⼿当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】

振込⼿数料

通信費
使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費



平成31年４月１日～令和２年３月31日

（単位：円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

3,500,000 3,888,999 -388,999 10,600,000 11,999,580 -1,399,580 80,923,000 60,336,633 20,586,367 0

0 0 0 8,500,000 12,550,508 -4,050,508 1,260,000 1,198,539 61,461 1,077,000 9,272,663 -8,195,663 0 0 0

事業・負担金収入 0 8,500,000 12,550,508 -4,050,508 1,260,000 1,198,539 61,461 1,077,000 8,255,560 -7,178,560 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 1,017,103 -1,017,103 0

0 0 0 12,000,000 16,439,507 -4,439,507 11,860,000 13,198,119 -1,338,119 82,000,000 69,609,296 12,390,704 0 0 0

0 5,950,000 3,471,410 2,478,590 10,330,000 11,264,230 -934,230 47,205,000 52,046,494 -4,841,494 0

0 1,190,000 1,389,996 -199,996 1,300,000 1,198,778 101,222 3,517,000 13,073,487 -9,556,487 0

0 3,360,000 155,049 3,204,951 230,000 195,819 34,181 11,151,000 12,793,680 -1,642,680 0

0 1,500,000 0 1,500,000 0 15,237,000 0 15,237,000 0

0 0 5,854,542 -5,854,542 0 0 0 4,890,000 5,462,956 -572,956 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 300,000 0 300,000 0

介護予防プラン委託料 0 5,854,542 -5,854,542 0 0 0

施設利用料 0 0 0 3,990,000 3,990,000 0 0

修繕費 0 0 0 600,000 523,043 76,957 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 949,913 -949,913 0

0 0 0 12,000,000 10,870,997 1,129,003 11,860,000 12,658,827 -798,827 82,000,000 83,376,617 -1,376,617 0 0 0

0 0 0 0 5,568,510 -5,568,510 0 539,292 -539,292 0 -13,767,321 13,767,321 0 0 0

※ 介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

支出合計（Ｂ）

居宅介護支援 通所介護

 介護保険収入

令和元年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

第１号通所介護

横浜市今宿地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援



横浜市今宿地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

1
合同歌声喫茶・

2019
平成
22年

１地域
交流

5地域
1優先的
に取り組

み

歌好きな方々が集まって仲間作りや健康作
り。
また外出の機会を作ることで引きこもり予防。

区内ケアプラザとボランティア団体・歌声喫茶
オアシスと実行委員会形式で運営。5月29日
（水）実施

1 455

671

3
アロマの香りでスト

レッチ
令和元

年
１地域
交流

5地域
1優先的
に取り組

み

アロマの香りを楽しみながらリラックスし、ゆっ
くりとストレッチを行う。香りで日々の疲れを癒
し、体幹をストレッチしていく。

毎回違った香りを楽しみ、リラックスしてスト
レッチを行う。香の特性と効果も学ぶ。4/15・
5/20・6/17の３回シリーズ

3 47

1優先的
に取り組

み

普段出かける機会が少ない方に、出かける機
会を増やしてもらう。引きこもり予防。また交流
関係も広げていただき仲間作りの場としてもら
う。

毎月、紙芝居や絵手紙、マジックショーの催し
物を準備し、利用者様に楽しんでいただく。ま
たはじめての方にも気軽に参加していただけ
る様ボランティアさんが話し相手としてスタン
バイ。午後からはレコード鑑賞会。毎月第二
水曜日実施。

112 くつろぎカフェ
平成
24年

４共催
（１と２）

5地域

246

5 登録団体交流会
平成
23年

１地域
交流

5地域
1優先的
に取り組

み

登録団体の横の繋がりをもっていただく。貸館
ルールを再確認。利用者さまからの意見を聞
く。

各団体から活動報告。ケアプラザの貸館ﾙｰﾙ
の説明。利用者様からの質疑応答。4/23実
施。

1 62

1優先的
に取り組

み

音楽活動を通して心や身体の発達を促す教
育法。

希望が丘東地区・地区社協と共催し、ケアプラ
ザで活動している歌の先生が音楽に合わせた
運動を指導。

84 リトミック
令和元

年
１地域
交流

5地域

854

7
「成年後見制度・遺
言・相続」出張相談

会

平成29
年

２包括 5地域
1優先的
に取り組

み

権利擁護事業の一環として、地域住民の相談
の掘起こしや制度の普及啓発を図る。

現役の司法書士による、成年後見制度・相
続・遺言、その他法律問題についての相談を
受ける。年６回で実施。

6 21

1優先的
に取り組

み

・生活支援体制整備事業
・高齢者の方が社会にでるきっかけの場とす
る。
・ボランティアを配置し、話し相手や飲み物を
入れる等の役割を担う。
・小さな空間を利用して集える場が作れること
をご利用者やボランティア、地域住民の方々
にイメージしていただくことも目的とする。

・65歳以上の方を対象としている中、地域包括支援セ
ンターとの関わりで要支援１・２の認定を受けた方を主
たる参加者としている。
・月曜日から金曜日の午前10時から午後３時までの開
催とする。
・ボランティアは午前中または午後に分けて1名から2
名常駐している。
・ボランティアが設営の準備をし、参加者に対し飲み物
を準備したり話し相手になる関わりをする。

2126 サロン今宿
平成
30年

３生活
支援体
制整備
事業

5地域

29

9
介護する家族の交

流会（1）
平成28

年
２包括 5地域

1優先的
に取り組

み

介護者がお互いに情報交換する場所として過
ごして頂いたり、介護に役立つ情報の提供や
専門家を招いての講座、施設見学、勉強会な
ど企画。

高齢者の多種多様な住まいや、その仕組み
について専門講師を招き勉強会を開催した。

1 4

1優先的
に取り組

み

エンディングノートの記入を通して、介護保険・
介護予防・権利擁護・各種制度や相談機関等
の周知を図る。

エンディングノートの使い方や記入方法につ
いての講座を開催。第1回は『もしも手帳、介
護予防、介護保険介護施設等』に関する講
座。。第2回は成年後見制度や相続・遺言、亡
くなった後のことについて司法書士によるの講
座。
６月と７月に実施。

28
エンディングノート

活用講座
平成30

年
２包括

1高齢
者

0
1優先的
に取り組

み

介護者がお互いに情報交換する場所として過
ごして頂いたり、介護に役立つ情報の提供や
専門家を招いての講座、施設見学、勉強会な
ど企画。

「かふぇ語り合い」と題し介護者がお茶など飲
みながら気軽に何でも話し合える場所を６月
に実施したが、当日の参加者はいなかった。

110
介護する家族の交

流会（２）
平成28

年
２包括 5地域

令和元年度　自主事業計画書・報告書
事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

11 大人の寺子屋１
平成
28年

２包括
1　高
齢者

1優先的
に取り組

み

介護予防に関心を持ち、進んで介護予防に取
り組むきっかけ作りと仲間づくりをし、継続して
介護予防に取り組めるようにする。

今宿地域ケアプラザにて、リクリエーション・音
楽・美術等の講義と実技
5月～3月までに５回実施（3月は新型コロナ感
染拡大防止のため中止）

4 41

73

13
大人の寺子屋：
清水ヶ丘分校１

令和
元年

２包括
1高齢
者

1優先的
に取り組

み

介護予防の知識を普及し、地域の方とつなが
り継続して介護予防に取り組めるようにする。
また、介護保険、権利擁護、包括支援セン
ターについて周知を図る。今宿地域ケアプラ
ザまで来ることが難しい高齢者に対し、身近な
自治会館で講座を行い交流する機会をつく
る。

エンディングノートの活用講座・認知症講座・
葬儀、高齢者住宅についての講座・交流会
６月～３月までに６回実施（2月末、3月の2回
新型コロナ感染拡大防止のため中止）

4 59

1優先的
に取り組

み

介護予防に関心を持ち、進んで介護予防に取
り組むきっかけ作りと仲間づくりをし、継続して
介護予防に取り組めるようにする。

今宿地域ケアプラザにて、体力測定・ロコモ予
防講座・体操・口腔衛生講座・栄養講座・実習
5月～３月までに８回実施（3月は新型コロナ感
染拡大防止のため中止）

712 大人の寺子屋２
平成
28年

２包括
1高齢
者

24

15
スクエアステップ
中尾町会館

平成
30年

２包括
1高齢
者

1優先的
に取り組

み

近くの住民同士交流しながら、楽しく体を動か
す機会をつくり、身体機能の向上と認知症予
防に取り組めるようにする。地域ボランティア
の育成を行なう。

スクエアステップ・体操・レクリェーション
２回/月

21 617

1優先的
に取り組

み

介護予防の知識を普及し、地域の方とつなが
り継続して介護予防に取り組めるようにする。
また、介護保険、権利擁護、包括支援セン
ターについて周知を図る。今宿地域ケアプラ
ザまで来ることが難しい高齢者に対し、身近な
自治会館で講座を行い交流する機会をつく
る。

スクエアステップ・体操・栄養・口腔衛生講座
６月～３月までに２回実施

214
大人の寺子屋：
清水ヶ丘分校２

令和
元年

２包括
1高齢
者

86

17
サロン散歩道

ミニ講座
令和
元年

２包括 5地域
1優先的
に取り組

み

地域サロンに集う方々が介護予防に関心を持
ち、身近にできる介護予防の知識を得て、日
常生活に取り入れ、実践できるようにする。

口腔衛生についてのお話と実習
１回/月

11 714

1優先的
に取り組

み

近くの住民同士交流しながら、楽しく体を動か
す機会をつくり、身体機能の向上と認知症予
防に取り組めるようにする。地域ボランティア
の発掘と育成を行なう。

スクエアステップ・体操・レクリェーション
2回/月

616
スクエアステップ
スカウト会館

平成
30年

２包括
1高齢
者

47

19
ニュータウン福祉ま

つり
「健康チェック｣

平成
27年度

２包括 5地域
1優先的
に取り組

み

二俣川ニュータウン地区の福祉まつりで住民
の健康チェックを行い、自分の健康や介護予
防に関心をもってもらう。また、介護情報、介
護相談コーナーを設け地域包括支援センター
の周知や各種情報発信を行なう。

体組成・骨年齢測定、健康・介護・福祉相談の
実施
６月８日実施 1 82

1優先的
に取り組

み

老人会あけぼの会の集会の中で元気に過ご
すための秘訣であるお口の健康についての
介護予防知識を普及し生活の中で実施できる
ようにする。

口腔衛生についてのお話「お口から行なう健
康づくり」のお話と実習
6月30日実施 118

あけぼの会
健康ミニ講座

令和
元年

２包括
1高齢
者

3

21
子どもの為の救命

救急
平成28
年度

１地域
交流

4子ど
も

1優先的
に取り組

み

子ども、乳幼児の人形を使用し、心肺蘇生法
を実習する。

AEDの使用方法、緊急時の対処法、対応法を
学ぶ。子ども、乳児の人形を使い心肺停止時
の対応の蘇生を実習。 1 0

1優先的
に取り組

み

介護者がお互いに情報交換する場所として過
ごして頂いたり、介護に役立つ情報の提供や
専門家を招いての講座、施設見学、勉強会な
ど企画。

協力医のつくしクリニック安部医師を講師に招
き前半は「排尿障害・前立腺肥大」について講
義。後半は座談会形式で質疑応答。 120

介護する家族の交
流会（3）

平成28
年度

２包括
1高齢
者

2,000

23 日曜大工に挑戦
令和
元年

１地域
交流

5地域
1優先的
に取り組

み

日曜大工作業をきっかけに、地域のボランティ
アに参加していただく。

１回目：マガジンラック
・２回目：額プランター
・３回目：踏み台（施設に寄付） 3 15

1優先的
に取り組

み

毎年1回地区センターと共催で実施、地域の
交流を深める施設のお祭り。

駐車場は二俣川ニュータウンの連合のみなさ
んが模擬店を実施。多目的ホールは２日間
「健康フェアー」を実施。 122 今宿サマーフェスタ

平成14
年度

１地域
交流

5地域

277
1優先的
に取り組

み

地域住民が自分の健康に関心を持ち健康向
上について考えるきっかけをつくり介護予防活
動や事業の参加へつなげる。

身長・体重・血圧・体組成・骨年齢の測定。

124
ｻﾏｰﾌｪｽﾀ
「健康ﾌｪｱ」

平成24
年度

２包括 5地域
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対象者

事業の
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事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

25
スクエアステップ･

サロン
令和
元年

３生活
支援体
制整備
事業

1高齢
者

1優先的
に取り組

み

楽しく体を動かす機会をつくり、身体機能の向
上と認知症予防に取り組めるようにする。地
域ボランティアの発掘と育成を行なう。地域住
民、参加者同士の交流の場をつくる。

スクエアステップ・茶話会

7 71

12

27
オレンジcaféのぞ

み
平成28
年度

２包括 5地域
1優先的
に取り組

み

認知症とその家族を支援したり、支援者同士
の連携を深めたり、地域で認知症の人を支え
ていくためのベースを作る。

偶数月の第3日曜日に、デイサービスのぞみ
のデイスペースを使ってカフェを開催。参加は
誰でも自由にできる。 4 55

1優先的
に取り組

み

権利擁護活動の一環として、もしも手帳の利
用促進に向け治療やケアに関する意思表示
の重要性や理解を深める。

老人会として活動している団体向けに講座を
実施。5月実施。

126
もしも手帳活用講

座
令和元

年
２包括

1高齢
者

34

29
キューピー勉強会

＆試食会
令和元

年
２包括 5地域

1優先的
に取り組

み

高齢期の身体変化や栄養摂取について学
び、低栄養を防いで健康寿命を延ばす。また
介護等場面における介護負担の軽減が図れ
る。

スライド等を利用して高齢期の身体変化や食
事摂取の注意、転倒についての講義。また、
キューピーの取扱商品の試食会を実施。 1 34

1優先的
に取り組

み

世界アルツハイマーデーに合わせた、認知症
の正しい理解に向けた普及啓発活動の一環。
また認知症の当事者とその家族を地域全体
で見守り支援していくための体制整備。

認知症に関する映画3部作『毎日がアルツハ
イマーデー』のファイナルを上映。9月実施。

128 映画上映会
平成29
年度

２包括 5地域

12

31
ハワイアンコンサー

ト
令和元

年
１地域
交流

5地域
1優先的
に取り組

み

ウクレレグループ・マウナケアの発表の場と
し、活動活性化、メンバー募集につなげる。ま
た音楽を通じ、憩いの場、地域交流の場とす
る。

自主活動して6年になる「マウナケア」の発表
の場。音楽を通じて憩いの場、地域交流につ
なげる。 1 50

1優先的
に取り組

み

自分の体力を知り、現在の体力を維持、向上
できるようにする。

体組成測定と体力測定(体脂肪率、握力、
ＣＳ30、開眼片足立ち、座位体前屈、２ステッ
プテスト) 130 体力測定

令和
元年

２包括
1高齢
者

50

33
ハンドベルコンサー

ト
令和元

年
１地域
交流

5地域
1優先的
に取り組

み

外出の機会が少ない高齢者に、普段耳にする
ことの少ないハンドベルの音色を聞いていた
だく。

最初ハンドベルの演奏を聞いていただき、ま
た希望者にはメンバーと一緒に演奏を体験し
ていただいたり、懐かしい曲、おなじみの曲等
を演奏に合わせて歌ったり楽しい時間でした。

1 22

1優先的
に取り組

み

外出の機会の少ない一人暮らしの高齢者に
交流の場を提供し、歌を歌ったり、ビンゴゲー
ムをして楽しんでいただく。

講師の指導で、軽い体操のあと、童謡メドレー
や唱歌などを歌い、ビンゴゲームを楽しむ。

132
高齢者のお楽しみ

会
令和元

年
１地域
交流

1高齢
者

2

35
介護する家族の交

流会（5）
(介護保険勉強会）

平成28
年度

２包括
1高齢
者

1優先的
に取り組

み

介護者がお互いに情報交換する場所として過
ごして頂いたり、介護に役立つ情報の提供や
専門家を招いての講座、施設見学、勉強会な
ど企画。

「介護保険の勉強会」と題し介護保険制度の説明を
行った。介護保険の対象者、保険料、申請の流れ、
認定区分と介護度別の身体状況のめやす。申請の
要因。サービス種類、在宅編、居住施設編。質疑応
答式の講座とした。

1 2

1優先的
に取り組

み

介護者がお互いに情報交換する場所として過
ごして頂いたり、介護に役立つ情報の提供や
専門家を招いての講座、施設見学、勉強会な
ど企画。

「かふぇ語り合い」と題し介護者がお茶など飲
みながら気軽に何でも話し合える場所を設け
た。10月実施。 134

介護する家族の交
流会（4）

(かふぇ語り合い）

平成28
年度

２包括
1高齢
者

51

37

旭ふれあい
区民まつり

行政・PRコーナー
出展事業

平成24
年度

１地域
交流

5地域
1優先的
に取り組

み

来場しているお客様に地域ケアプラザについ
て知る機会を作る。

・ケアプラザ機能の周知
・各ケアプラザの事業をパネルで紹介
・11月11日から実施するウォーキングスタンプラロ
リー大会の周知
・子育て世代を中心に多世代交流プログラムの実
施（輪投げ）

1 600

1優先的
に取り組

み

権利擁護に関連する制度や取組みについて
の理解を深め、制度の利用促進、権利侵害の
予防や対応、権利行使の支援等に繋げてい
く。

近隣銀行との共催にて、権利擁護に関する講
座を11/19、1/22、2/14の３回連続で開催。第
１回は『家族信託』、第２回は『特殊詐欺被害
防止の取組み』、第３回は『相続･遺言』。

336 権利擁護講座
令和元

年
２包括

1高齢
者

60

39
時短レシピクッキン

グ
令和２
年

１地域
交流

5地域
1優先的
に取り組

み

自然災害時、自宅避難になったときでも簡単
に出来る料理教室。

ビニール袋に入れた米や具材を大鍋で湯煎
し、キーマカレー、卵料理、サラダ用のゆで鶏
の４種類を作った。 1 13

1優先的
に取り組

み

これから地域活動を始めたい人に向けた講
座。

「くつろぎカフェ」で培ったノウハウを伝えなが
ら居場所づくりの基本を学ぶ。現地視察も行
い、イメージを掴んでもらう。（５回シリーズ） 538

みんなの居場所作
り応援気宇座

令和２
年

１地域
交流

3乳幼
児

45

41 精神保健福祉講座
平成31
　年度

２包括 5地域
1優先的
に取り組

み

地域住民や地域の支援者を対象に、精神障
害への理解を深め、基礎知識や支援・対応方
法についての普及・啓発活動。

両親の高齢化とひきこもりと題して、8050問題
について講師による講座を実施。ひきこもり当
事者の想いや支援のあり方について学ぶ機
会を設けた。

1 28

1優先的
に取り組

み

介護者がお互いに情報交換する場所として過
ごして頂いたり、介護に役立つ情報の提供や
専門家を招いての講座、施設見学、勉強会な
ど企画。

講師に白杉望医師（横浜旭中央病院）を招き、「気
になる足のむくみと下肢静脈瘤」の講義。静脈の
役目、足のむくみ外来、下肢静脈瘤の大事なポイ
ント、予防法、治療について、受診のタイミング
等。講義後に質疑応答。個別の相談にも対応し
た。

140
介護する家族の交

流会（6）
平成28
年度

２包括
1高齢
者
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